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村
上
信
用
金
庫
と
協
定
を
締
結

　

９
月
25
日
㈮
、
村
上
市
、
関
川
村
お
よ
び
粟

島
浦
村
の
１
市
２
村
と
、
村
上
信
用
金
庫
で
、

「
地
域
活
性
化
に
向
け
た
連
携
お
よ
び
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
村
上
岩
船

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
の

共
有
お
よ
び
各
種
支
援
制
度
の
活
用
な
ど
に
関

す
る
連
携
を
円
滑
に
行
い
、
地
域
活
性
化
に
向

け
た
協
議
、
検
討
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
村
上
岩
船
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た

　

村
上
市
は
、
今
年
１
月
21
日
に
村
上
・
岩
船

圏
域
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意
思
を
示
す

「
中
心
市
宣
言
」
を
行
い
、
７
月
15
日
に
、
村

上
市
と
関
川
村
、
粟
島
浦
村
と
の
間
で
、
一
対

一
に
よ
る
村
上
岩
船
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
定
内
容
に
関
連
す
る
分
野
の
代

表
者
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
村
上
岩
船
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
」
を
開
催
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
10
月
１
日
に

「
村
上
岩
船
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
医
療
や
福
祉
な
ど

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
創
出
や
観

光
交
流
な
ど
圏
域
内
外
の
交
流
促
進
に
よ
り
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
圏
域
か
ら
の
人
口
流
出
を
抑
制
し
、

圏
域
の
一
体
的
な
発
展
に
努
め
、
圏
域
住
民
が

こ
こ
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
郷
土
に
愛
着
と
誇

り
を
持
て
る
圏
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
毎
年
度
所
要
の

見
直
し
を
行
い
、
審
議
会
で
協
議
し
て
い
く
予

定
で
す
。

左から、粟島浦村本保村長、関川村平田村長、
村上市高橋市長、村上信用金庫大滝理事長

村上岩船定住自立圏共生ビジョンの具体的取り組み内容

○生活機能の強化（22事業）

　・病院群輪番制病院運営支援事業

　・村上・岩船地域医療懇談会事業

　・�村上市急患診療所運営事業

　・�自殺予防対策推進事業

　・�子育て支援センター

　　事業

　・介護認定審査会事業

　・�障害者介護給付費等支給審査会事業

　・理科教育センター事業

　・ことばとこころの相談室事業

　・図書館事業

　・視聴覚ライブラリー事業

　・�スポーツ少年団体育施設相互利用事業

　・岩船米販売促進事業

　・林産物等の物流低コスト化事業

　・広域観光ルート開発事業

　・特産品販路拡大事業

　・ごみ処理施設運営事業

　・斎場運営事業

　・広域消防事業

　・防災士養成事業

　・消費生活相談事業

　・雇用創出支援事業

○ 結 び つ き や ネ ット

ワークの強化（３事業）

　・公共交通ネットワーク事業

　・婚活事業

　・行政情報システム共同利用事業

○ 圏域マネジメント能力の強化（１事業）

　・職員研修事業

※�詳細については、市ホームページに

掲載しています

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
３
２
）


